
当社について

現状のSDGsに対するマテリアリティ（重要課題）

大項目 マテリアリティ（重要課題）

環境の保全 温室効果ガス排出量の削減、エネルギー使用量の削減、廃棄物の3Rの推進

従業員の働きがい 従業員の体の健康保持、コミュニケーションの促進、シニア活躍推進

地域社会への貢献 寄付活動、文化・芸術・スポーツ活動、地域金融機関との連携

コンプライアンス・ガバナンス コンプラ体制の構築、不正の早期発見・防止策、情報セキュリティ対策

企業概要

株式会社　衛生管理センター

代表取締役社長　及川　光弘

(所在地：岩手県胆沢郡)

当社は、岩手県胆沢郡金ケ崎町に本社を置き、昭和３９年に創業した一般・産業廃棄物収集

運搬業、浄化槽維持管理業・清掃業をメイン事業とする企業です。

金ケ崎町のみならず、隣接する奥州市、各種関係団体との連携により、総合力の高い環境関連

事業者の協力を頂きながら事業を行っております。

本社のある金ケ崎町は第11次金ケ崎町総合計画（令和3年度～令和12年度）における4つの基本

目標を掲げており、その1つに生活環境の向上をあげております。

当社は、環境関連事業者として地域と連携しながら、快適で安全・安心な暮らしと環境にや

さしい街に貢献していける企業として今後も継続して参る所存です。
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マテリアリティ（重要課題）

【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、

以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。

株式会社　衛生管理センター　SDGs宣言書

・廃棄物の分別及び削減を徹底し、リサイクル向上を目指して参ります。

 ▼ 目標・取り組み内容

・営業用ハイブリット車の導入検討を行って参ります。

・事務所内の節電、効率的な営業ルートを構築して参ります。

環境関連の法令遵守と環境保護に配慮した事業活動に取り組むとともに、環境経営に関する社内・社外浸透を進

めます。

 環境の保全

 ▼ 目標・取り組み内容

・定期健診後の精密検査の受診率向上を目指します。

・従業員同士のごみ拾い活動を通じてコミュニケーションを図って参ります。

・育児及び介護を理由とした離職者を出さないことを継続します。

 従業員の働きがい

安心・安全の職場づくりを継続して参ります。

 ▼ 目標・取り組み内容

・売上の一部や社内募金等を寄付団体に寄付して参ります。

・文化・芸術活動の支援を継続し、地域活動の活性化を継続して参ります。

・産学官、地域金融機関との連携を強化し、地域貢献に努めて参ります。

地域の公共団体、企業と協力しながら、文化・芸術活動を継続して参ります。

 地域社会への貢献

・デジタル化による業務改善を目指します。

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

コンプライアンス体制を強化し不正ゼロを継続します。

・各種法令順守に関する研修会への参加や、社内勉強を実施します。

・風通しの良い企業風土を醸成します。


